
（１） ２０２３年（令和５年）１１月６日（月曜日）
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本
Ｗ
Ｇ
「
最
終
ま
と
め
」

で
は
、
着
実
な
Ｃ
Ｂ
Ｔ
移
行

の
た
め
に
は
段
階
的
に
規
模

と
内
容
を
拡
充
す
る
必
要
が

あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
２
０

２
３
年
度
悉
皆
調
査
に
お
い

て
、
英
語
「
話
す
こ
と
」
調

査
や
生
徒
質
問
調
査
の
一
部

で
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
活
用
し

て
Ｃ
Ｂ
Ｔ
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
２
０
２
５
年
度

は
中
学
校
調
査
の
う
ち
理
科

を
Ｃ
Ｂ
Ｔ
で
実
施
。
調
査
基

準
日
の
３
日
前
〜
調
査
基
準

日
ま
で
の
４
日
間
で
分
散
し

て
Ｃ
Ｂ
Ｔ
で
実
施
す
る
考
え

だ
。
実
施
日
時
は
学
校
単
位

で
同
一
と
す
る
。
な
お
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
負
荷
軽
減
の
た

め
、
日
時
に
つ
い
て
は
、
各

教
育
委
員
会
・
学
校
の
都
合

を
踏
ま
え
て
、
文
部
科
学
省

が
決
定
す
る
。
結
果
返
却
・

公
表
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｒ
Ｔ

（
欄
外
）
に
基
づ
い
て
算
出

さ
れ
た
ス
コ
ア
を
ベ
ー
ス
に

行
う
。

中
学
校
理
科
は
３
年
に
１

回
程
度
の
実
施
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
デ
ー
タ
収
集
の
機
会

が
限
ら
れ
る
た
め
、
１
回
の

調
査
で
よ
り
多
く
の
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
必
要
性
が
あ
る

と
し
て
い
る
。

な
お
小
学
校
国
語
・
算
数

・
理
科
、
中
学
校
国
語
・
数

学
は
「
設
置
基
準
日
」
に
筆

記
方
式
（
Ｐ
Ｂ
Ｔ
）
で
一
斉

実
施
。
結
果
返
却
・
公
表
は

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
正
答
数

（
率
）
を
ベ
ー
ス
に
行
う
。

■
２
０
２
６
年
度
以
降

中
学
校
で
Ｃ
Ｂ
Ｔ
調

査
を
拡
大
す
る

２
０
２
６
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
、
中
学
校
に
お
い
て

は
悉
皆
調
査
で
Ｃ
Ｂ
Ｔ
に
よ

る
実
施
を
可
能
な
限
り
拡
大

す
る
方
向
で
検
討
。
小
学
校

は
、
２
０
２
４
年
度
調
査

（
Ｐ
Ｂ
Ｔ
・
Ｃ
Ｂ
Ｔ
併
用
）
の

解
答
状
況
に
つ
い
て
の
分
析

結
果
や
２
０
２
５
年
度
の
中

学
校
理
科
Ｃ
Ｂ
Ｔ
で
の
実
施

状
況
等
を
踏
ま
え
て
Ｃ
Ｂ
Ｔ

導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

■
合
理
的
配
慮
と
し
て

ル
ビ
振
り
等
を
準
備

合
理
的
な
配
慮
が
必
要
な

児
童
生
徒
へ
の
対
応
の
た

め
、
現
行
の
悉
皆
調
査
で
の

対
応
と
同
等
以
上
に
柔
軟
な

対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

以
下
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
す
る
予
定
。
▼
拡
大

文
字
問
題
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼

ル
ビ
振
り
問
題
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
時
間
延
長
問
題
プ
ロ
グ

ラ
ムな

お
点
字
の
対
応
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
や
Ｃ
Ｂ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
の
機
能
拡
充
等
に
つ

い
て
継
続
的
に
検
討
し
つ

つ
、
当
面
は
冊
子
方
式
で
行

う
。

２
０
１
６
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
差
別
解
消

法
に
よ
り
、
発
達
障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
に
、
国
公
立

学
校
が
「
合
理
的
配
慮
」
を
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
２
０
２
４
年
４
月
よ
り
私
立
小
中
高
等
学

校
を
含
め
た
民
間
事
業
者
に
お
い
て
も
合
理
的
配
慮
が

義
務
化
さ
れ
る
。
１０
月
２６
日
、
文
部
科
学
省
は
障
害
の

あ
る
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す
る
検
討
会
を
実
施
。

「
第
三
次
ま
と
め
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
、
障
害

学
生
支
援
に
関
す
る
大
学
間
格
差
に
つ
い
て
（
一
社
）

全
国
障
害
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
の
殿
岡
翼
氏

が
報
告
し
た
。
本
検
討
会
議
は
２
０
２
３
年
５
月
よ
り

開
始
し
、
本
会
議
で
６
回
目
。

１０
月
２７
日
、
文
部
科
学
省
は
全
国
的
な
学
力
調
査
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
検
討
Ｗ
Ｇ
）
を
開
催
し
、
２
０
２
５
年
度
以
降
の
全
国
学
力

・
学
習
状
況
調
査
（
悉
皆
調
査
）
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
に
よ
る
実
施
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
本
Ｗ
Ｇ
は
「
全
国
的
な
学
力
調
査
に
関
す
る
専
門
家
会
議
」
の
下
、
設
置
さ

れ
た
も
の
。
２
０
２
５
年
度
悉
皆
調
査
に
お
い
て
は
中
学
校
調
査
で
理
科
の
み
Ｃ
Ｂ

Ｔ
で
実
施
予
定
だ
。

悉皆調査ＣＢＴ化の意義
①解答データを機械可読のビッグデータとして蓄
積できる

②ＩＣＴ端末上で出題・解答することで、多様な
方法での出題・解答が可能になる

③電子データにより調査問題・解答を配信・回収
することで負担を軽減
◆印刷、配送、回収に要する経費や環境負荷等
の削減 ◆調査問題の厳重な保管など学校の負
担の軽減 ◆より効率的な採点の実現

悉皆調査において項目反応理論
（ＩＲＴ）活用の意義（

一
社
）
全
国
障
害
学
生

支
援
セ
ン
タ
ー
は
２
０
２
２

年
６
月
に
設
置
。
障
害
学
生

と
い
う
言
葉
が
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
１
９
９
４
年
か
ら

前
身
団
体
で
活
動
を
開
始

し
、
大
学
に
お
け
る
障
害
学

生
の
受
け
入
れ
状
況
に
関
す

る
調
査
を
こ
れ
ま
で
に
１５
回

実
施
。
『
大
学
案
内
障
害
者

版
』
（
書
籍
）
お
よ
び
「
大

学
案
内
障
害
者
版
Ｗ
ｅ
ｂ
情

報
サ
ー
ビ
ス
」
に
よ
り
大
学

ご
と
に
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
る
。
対
象
は
毎
年
４
月
時

点
の
学
校
教
育
法
に
基
づ
く

大
学
、
放
送
大
学
お
よ
び
文

部
科
学
省
所
管
外
大
学
校
。

「
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
（
朝

日
新
聞
出
版
発
行
）
の
障
害

学
生
支
援
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、

本
セ
ン
タ
ー
が
調
査
結
果
を

基
に
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
成
し

て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
２

０
２
２
年
度
の
調
査
結
果

は
、
１
位
広
島
大
学
、
２
位

京
都
大
学
、
３
位
愛
媛
大
学

で
あ
っ
た
。

■
５
分
野
の

障
害
者
対
応
を
分
析

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
概

要
、
受
験
、
設
備
、
授
業
、

支
援
の
５
分
野
（
欄
外
参

照
）
に
つ
い
て
経
年
変
化
を

分
析
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

「
概
要
」
「
授
業
」
に
お
い

て
、
２
０
２
１
年
度
時
よ
り

一
定
程
度
進
展
。
設
備
や
支

援
に
つ
い
て
は
２
０
１
７
年

以
降
、
そ
れ
ほ
ど
進
展
が
見

ら
れ
な
い
。
「
受
験
」
に
つ

い
て
は
下
降
し
て
お
り
、
受

験
時
配
慮
へ
の
向
上
が
求
め

ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

■
受
験
可
否
大
学
や

受
験
時
配
慮

「
視
覚
」「
聴
覚
」「
肢
体
」

「
発
達
」「
内
部
」「
精
神
」

「
知
的
」
障
害
学
生
の
受
験

可
否
大
学
や
受
験
時
配
慮
に

つ
い
て
も
調
査
。
受
験
可
否

大
学
は
２
０
１
６
年
に
施
行

さ
れ
た
障
害
者
差
別
解
消
法

の
影
響
も
あ
り
、
２
０
１
７

年
度
に
全
般
的
に
上
昇
し
た

も
の
の
、
以
降
徐
々
に
下
降

傾
向
だ
。
受
験
時
配
慮
も
２

０
１
７
年
度
以
降
、
全
般
的

に
下
降
傾
向
。
な
お
２
０
２

１
年
度
よ
り
調
査
を
開
始
し

て
い
る
「
精
神
」
に
つ
い
て

は
「
発
達
」
と
共
に
微
増
。

■
設
置
者
別
・
地
方
別
で

大
き
く
異
な
る
傾
向

国
立
・
公
立
・
私
立
の
設

置
者
別
に
つ
い
て
も
分
析
。

各
大
学
の
ラ
ン
キ
ン
グ
得
点

を
平
均
す
る
と
、
国
立
大
学

の
配
慮
が
最
も
高
く
、
次
い

で
私
立
。
公
立
大
学
が
最
も

低
か
っ
た
。
国
立
大
学
に
は

運
営
費
交
付
金
、
私
立
に
は

私
学
助
成
が
あ
る
が
公
立
大

学
は
地
方
交
付
税
措
置
が
財

政
元
で
あ
る
こ
と
も
対
応
差

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

地
方
別
で
も
分
析
。
そ
れ

に
よ
る
と
最
も
ラ
ン
キ
ン
グ

が
高
い
四
国
と
最
も
低
い
北

海
道
で
は
２
倍
以
上
の
差
が

あ
る
。

■
現
状
把
握
と

具
体
的
な
対
策
を

殿
岡
氏
は
「
差
別
解
消
法

義
務
化
な
ど
の
法
整
備
だ
け

で
一
律
に
進
む
わ
け
で
は
な

い
。
学
ぶ
こ
と
は
生
き
る
こ

と
。
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学

び
た
い
と
き
に
学
び
た
い
場

所
で
自
由
に
学
べ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
調
査
結
果

か
ら
改
善
に
向
け
た
政
策
提

言
を
行
っ
て
い
る
。
障
害
学

生
支
援
の
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位

校
も
、
最
初
か
ら
そ
う
だ
っ

た
訳
で
は
な
く
、
あ
る
学
生

の
入
学
、
あ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
着
任
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
緯
が
存
在
し
て
い

る
。
拠
点
校
・
支
援
組
織

（
中
間
組
織
）
の
育
成
・
発

展
も
求
め
ら
れ
る
」
と
語
っ

た
。委

員
か
ら
は
「
障
害
が
あ

る
中
高
生
が
進
学
先
を
考
え

る
と
き
に
参
照
で
き
る
貴
重

な
資
料
。
一
方
で
、
障
害
者

対
応
等
ラ
ン
ク
の
高
さ
を
受

験
動
機
と
す
る
の
で
は
な

く
、
学
び
た
い
内
容
で
受
験

大
学
を
決
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
ど
の
大
学
で
も
支

援
が
必
要
で
あ
る
」
と
意
見

が
出
た
。

各
大
学
に
は
、
障
害
学
生

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
具
体

的
な
方
策
と
現
状
把
握
が
一

層
求
め
ら
れ
て
い
る
。
▼
詳

細
＝https://chosa.nsc

sd.jp

①今まで以上に多くの問題を使用し、幅広い領域
・内容等での調査が可能になる

②調査日の複数設定が可能になる
③学力の経時変化を各教育委員会・学校でも把握
できる

◆
Ｉ
Ｒ
Ｔ
（
項
目
反
応
理
論
）

児
童
生
徒
の
正
答
・
誤
答
が
、
問
題
の
特
性
（
難
易

度
、
測
定
精
度
）
に
よ
る
の
か
、
児
童
生
徒
の
学
力
に
よ

る
の
か
を
区
別
し
て
分
析
し
、
児
童
生
徒
の
学
力
ス
コ
ア

を
推
定
す
る
統
計
理
論
。
異
な
る
問
題
か
ら
な
る
テ
ス
ト

結
果
を
互
い
に
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
、
異
な
る
集
団
で

得
ら
れ
た
テ
ス
ト
結
果
を
互
い
に
比
較
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
問
題
は
別
の
回
や
次
年
度
以
降
も
使
用
す
る
こ
と
か

ら
、
原
則
と
し
て
非
公
開
。

情報端末の活用からスタートし、自律的で深い学
びに向かうための試行錯誤が始まっている。「学
びが楽しくなった」小中高等学校には共通点があ
るようだ。そのポイントの１つが「探究的な学
び」だろう。探究（的な）学習で自ら立てた学習課
題に取り組むこと、教科学習において探究のサイ
クルで自ら学びを進めること。学習課題について
は、教科書の学習課題を大切にすること、そこか
ら得た驚きや発見をメタ認知して次の課題を作り
上げていくこと。さらにそこに「遊び心」がある
と面白さが増す

文
部
科
学
省
で
は
、
大
学

等
で
教
職
課
程
を
取
ら
な
か

っ
た
者
を
対
象
に
実
施
し
て

い
る
「
教
員
資
格
認
定
試

験
」
に
お
い
て
、
２
０
０
４

年
度
以
降
休
止
し
て
い
た
高

等
学
校
（
情
報
）
教
員
資
格

認
定
試
験
を
、
２
０
２
４
年

度
か
ら
再
開
す
る
。
合
格
者

は
教
育
職
員
免
許
法
第
１６
条

の
規
定
に
よ
り
、
高
等
学
校

教
諭
一
種
免
許
状
（
情
報
）

の
授
与
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
対
象
は
２
０
０
２
年

４
月
１
日
ま
で
に
出
生
し
、

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、

そ
の
他
大
学
（
短
期
大
学
及

び
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
す

る
教
員
養
成
機
関
を
含
む
）

に
入
学
す
る
資
格
を
有
す
る

者
。
ま
た
、
別
に
文
部
科
学

大
臣
が
定
め
る
資
格
を
有
す

る
も
の
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
今
後
策
定
さ
れ
る
「
高

等
学
校
教
員
資
格
認
定
試
験

実
施
要
領
」
の
中
で
「
応
用

情
報
技
術
者
試
験
合
格
者
又

は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

者
」
と
定
め
ら
れ
る
予
定
。

▼
第
１
次
試
験
（
科
目
Ⅰ

マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
／
科
目

Ⅱ
筆
記
試
験
・
論
述
式
）
＝

２
０
２
４
年
６
月
１６
日
（
日

曜
日
）
▼
第
２
次
試
験
（
指

導
案
作
成
、
模
擬
授
業
、口

頭
試
問
等
）＝
２
０
２
４
年

９
月
２９
日（
日
曜
日
）。

試
験
科
目
の
一
部
免
除
の

対
象
者
は
次
。
▼
第
１
次
試

験
科
目
Ⅱ
＝
高
等
学
校
教
諭

の
普
通
免
許
状
を
有
し
、
高

等
学
校
等
に
お
け
る
教
員
と

し
て
良
好
な
勤
務
成
績
で
３

年
以
上
勤
務
し
た
者
。

幼
稚
園
及
び
小
学
校
教
員

資
格
認
定
試
験
に
つ
い
て
、

２
０
２
４
年
度
は
１
か
月
ほ

ど
前
倒
し
し
て
行
う
。
詳
細

は
教
職
員
支
援
機
構
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
へ
。

概要＝障害学生の受験・在籍状況
（障害別の受験生の人数・在籍人数、卒業後の進
路など）

受験＝入学試験の状況
（障害別の受験可否・配慮の有無、配慮方法など）
設備＝大学内の設備状況
（学内設備、障害学生に利用可能な補助機器の有
無など）

授業＝授業での配慮状況
（一般講義・語学授業・実習など授業別の配慮有
無、定期試験での配慮有無、障害別の配慮内容
など）

支援＝学生生活での配慮状況
（支援者、相談窓口、就職支援、障害学生支援の
ための費用負担、通学支援など）

就
学
前
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

を
ど
の
よ
う
に
進
め
れ
ば
よ

い
か
。
近
年
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積

極
的
に
導
入
す
る
幼
稚
園
や

保
育
所
等
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
小
学
校
に
入
学

す
る
と
、
１
人
１
台
の
情
報

端
末
を
活
用
し
始
め
る
わ
け

だ
が
、
就
学
前
教
育
で
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
が
地
域
で
の
教
育

力
を
高
め
る
た
め
の
取
組
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

山
口
県
和
木
町
教
育
委
員

会
（
重
岡
良
典
教
育
長
）
で

は
以
前
か
ら
小
中
学
校
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
実
物
投
影
機
や
情
報

端
末
を
教
師
が
活
用
し
て
き

た
。
特
に
、
小
中
学
校
と
認

定
こ
ど
も
園
が
連
携
し
て
、

教
員
研
修
を
通
じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
へ
の
共
通
理
解
を
深
め

て
い
る
。

和
木
こ
ど
も
園
（
佐
伯
公

夫
園
長
）
で
は
、
小
中
学
校

と
こ
ど
も
園
で
子
供
た
ち
が

日
頃
か
ら
交
流
す
る
場
を
多

く
設
定
し
て
い
る
。
年
長
組

の
「
ひ
ら
が
な
探
し
」
の
実

践
で
は
、
園
児
が
小
学
１
年

児
童
と
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、

情
報
端
末
を
一
緒
に
活
用
し

な
が
ら
、
身
の
回
り
の
「
ひ

ら
が
な
探
し
」
で
遊
び
、
ひ

ら
が
な
に
対
す
る
関
心
を
高

め
る
実
践
を
行
っ
た
。

小
学
生
が
持
参
し
た
情
報

端
末
を
一
緒
に
操
作
す
る
こ

と
で
、操
作
方
法
を
知
り
、自

分
が
思
う
自
然
や
物
を
撮
影

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
撮
影

し
た
画
像
を
グ
ル
ー
プ
で
共

有
し
な
が
ら
、
完
成
さ
せ
た

ひ
ら
が
な
を
発
表
し
合
う
こ

と
で
、
自
分
た
ち
の
思
い
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
小

学
生
に
と
っ
て
も
園
児
に
教

え
る
こ
と
で
自
信
を
高
め
、

自
己
肯
定
感
の
向
上
に
も
つ

な
が
る
と
い
え
る
。
活
動
を

通
し
て
小
学
生
と
ふ
れ
あ

い
、
親
し
む
こ
と
で
、
小
学

生
に
あ
こ
が
れ
を
抱
き
、
就

学
へ
の
期
待
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
だ
。

今
後
は
、
異
な
る
校
種
を

つ
な
ぐ
た
め
の
情
報
端
末
活

用
が
期
待
さ
れ
る
。
幼
保
か

ら
小
中
、
さ
ら
に
は
高
校
に

つ
な
が
る
た
め
に
、
地
域
で

連
携
で
き
る
体
制
や
環
境
を

よ
り
一
層
高
め
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
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中
学
校
理
科
で
Ｃ
Ｂ
Ｔ
実
施

中
学
校
理
科
で
Ｃ
Ｂ
Ｔ
実
施

高等学校（情報）教員
資格認定試験

２０２４年度より再開

～山口県和木町の幼保小中の連携から～～山口県和木町の幼保小中の連携から～

２
０
２
５
年
度
全
国

学
力
学
習
状
況
調
査

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

㉙小学生が幼稚園児に端末活用を教える㉙小学生が幼稚園児に端末活用を教える

Ｃ
Ｂ
Ｔ
や
Ｉ
Ｒ
Ｔ
で
悉
皆
調
査
を
改
善

グループで共有している様子

小学生が園児に撮影方法
を教えている様子

障
害
学
生
支
援
に
関
す
る

大
学
間
格
差
等
を
分
析

（
一
社
）全
国
障
害
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
２
０
２
４
年
４
月
施
行
に
向
け
て

改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
２
０
２
４
年
４
月
施
行
に
向
け
て
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